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全体

保護者へのアンケート結果
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日
南
町
議
会
の
１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
１２
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
お
も
な
議
案
は
、
７
月
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
復
旧
の

た
め
の
一
般
会
計
の
補
正
予
算
や
特
別
会
計
の
補
正
予
算
と
、「
日
南
町
環
境
基
本
条
例
の
制

定
」
な
ど
の
条
例
関
係
で
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
久
代
安
敏
議
員
は
、
こ
れ
ら
の
補
正
予
算
と
条
例
の
制
定
に
は
賛
成
し
ま
し

た
が
、
７５
歳
以
上
の
「
後
期
高
齢
者
」
を
２
年
後
の
０８
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

保
険
制
度
か
ら
切
り
離
し
て
、
新
た
な
保
険
制
度
と
し
て
広
域
連
合
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め

の
「
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
制
定
の
協
議
に
つ
い
て
」
の
議
案
に
は
、
他

の
３
名
の
議
員
と
と
も
に
反
対
し
ま
し
た
。 

一
般
質
問
で
は
、
小
学
校
統
合
問
題
や
、
い
じ
め
・
不
登
校
、
少
子
化
対
策
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
問
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。 

日
南
町
議
会
の
議
員
１６
名
全
員
で
構

成
す
る
「
学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
と
、
保
育
園
や
小
学
校
の
保
護

者
で
組
織
す
る
「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

学
習
し
考
え
る
会
」(

考
え
る
会
と
略)

と

の
意
見
交
換
会
が
、
去
る
１１
月
７
日
に
開

か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
て

大
要
次
の
点
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。 

■
平
成
２１
年
度
１
校
統
合
を
め
ざ
す
と

い
う
方
針
決
定
後
、
統
合
小
学
校
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
、
「
新
校
舎
の
建
設
を
前

提
と
す
る
」
「
統
合
を
急
が
な
い
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
が
あ
る
。
実
質

あ
と
２
年
余
り
と
な
っ
た
２１
年
度
１
校

統
合
が
、
ほ
ん
と
う
に
実
現
可
能
な
の

か
。
具
体
的
な
方
針
を
示
す
べ
き
。 

■
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」(

０６
年
８
月)

は
、
当
初
「
考
え
る
会
」
が
要
望
し
て
い

た
多
人
数
教
育
の
早
期
実
現
と
も
矛
盾

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

■
「
考
え
る
会
」
は
、
あ
く
ま
で
現
在
の

子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
を
代
表
す
る
団

体
で
あ
る
。
教
育
は
、
学
校(

教
職
員)

・

家
庭(

父
母)

・
地
域(

住
民)

の
連
携
が
大

切
だ
が
、
１
校
統
合
に
向
け
て
の
住
民
合

意
を
図
る
た
め
に
は
、
別
に
検
討
審
議
す

る
た
め
の
機
関
を
設
置
す
べ
き
で
は
。 

■
こ
の
際
、
あ
ら
た
め
て
平
成
２１
年
度
１

校
統
合
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
統
合
し
た
山
の

上
小
学
校
の
現
況
や
成
果
も
ふ
ま
え
て
、

柔
軟
で
冷
静
な
判
断
を
求
め
た
い
が
、
ど

う
か
。 

「
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
一
同
に
介
し

て
日
南
町
の
教
育
を
充
実
振
興
す
る
」
た
め
に
は

１
校
統
合
の
方
向
で
お
お
む
ね
御
理
解
は
得
ら

れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。 

統
合
の
も
っ
と
も
基
本
で
あ
っ
た
多
人
数
教

育
に
対
し
て
、
統
合
小
学
校
は
新
築
校
舎
で
、
と

い
う
要
望
が
あ
る
が
、
現
段
階
は
、
２１
年
度
を
目

途
に
し
た
「
小
学
校
１
校
統
合
」
に
つ
い
て
、
日

野
上
小
学
校
の
改
築
で
の
ぞ
む
方
向
に
変
わ
り

は
な
い
。
と
の
答
弁
で
し
た
。 

「平成 21 年度統合でいいですか？」の問いに対する保護者

のアンケート結果。  が、はい   がいいえ 

こ
と
し
８
月
に
、「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
学
習
し

考
え
る
会
」
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
日
野

上
小
学
校
と
日
南
保
育
園
の
保
護
者
以
外
は
、
平
成

２１
年
度
統
合
に
「
い
い
え
」
が
多
く
、
全
体
で
も
過

半
数
が
、
「
統
合
を
急
が
な
い
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

１２
月
２１
日
に｢

学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会｣

が
開
か
れ
、
あ
ら
た
め
て
日
野
上
小

学
校
の
改
築
で
す
す
む
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
予
算

規
模
等
早
急
に
調
査
・
審
議
す
る
機
関
も
設
置
し

て
検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
学
校
統
合
問
題
は
、
「
改
築
」
か
「
新
築
」

か
の
施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
の
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
将
来
を
見
す
え
た
慎
重
か
つ

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 



        

圏域 構成市町村 議員定数 

東部 鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町 ５人 

中部 倉吉市、三朝町、湯梨浜町、琴浦町、北栄町 ３人 

西部
米子市、境港市、日吉津村、大山町、南部町、

伯耆町、日南町、日野町、江府町 
５人 

 

 後期高齢者医療制度  

■75 歳以上の高齢者が、現在加入している

国民健康保険や組合健保などを脱退させら

れ、後期高齢者だけの独立した保険が創設さ

れます。■すべての後期高齢者が、介護保険と

同様の「年金天引き」方式などで保険料を徴収

されます。■保険料は、高齢者数の増大に応じ

て自動的に値上げされます。■保険料の滞納

者は保険証を取り上げられ、「短期証」「資格証

明書」が発行されます。■また、後期高齢者

は、診療報酬も他世代と「別建て」にされます。

「後期高齢者の心身の特性にふさわしい診療

報酬体系」を口実に診療報酬を引き下げ、「手

抜き医療」になる危険があります。 

 

前
の
小
泉
自
民
・
公
明
政
府
が
、
こ
と
し
６
月
の
国
会
で
決
め
た
医
療
保
険
制
度
の
大
改

悪
の
ひ
と
つ
が
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
す
。 

 

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
０８
年
４
月
か
ら
で
す
が
、
運
営
す
る
の
は
新
し
く
設

置
さ
れ
る
都
道
府
県
単
位
の
広
域
連
合
で
あ
る
た
め
に
、
鳥
取
県
内
１９
の
す
べ
て
の
市
町

村
が
参
加
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
１２
月
議
会
で
は
県
内
い
っ
せ
い

に
「
広
域
連
合
の
規
約
制
定
」
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 
制
度
そ
の
も
の
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
運
営
主
体
と
な
る
広
域
連
合
の
規
約
に
も
重

大
な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の
市
町
村
議
会
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
定
数
が
１３
人(

下
表)

と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
議

員
を
選
出
で
き
な
い
自
治
体
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
南
町
議
会
で
は
、
久
代
、
内

田
、
平
井
、
福
原
の
４
人
の
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
開
か
れ
た
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
イ
ロ
ハ
も
考
え
な
い
で

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
広
域
連
合
設
立
準
備
委
員
会
に
対
し
て
、
議
員
定
数
の
是
正
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
来
年
１
月
の
臨
時
会
で
発
議
す
る
予
定
で
す
。

今年10月16日から郵便

の集配局は、日南郵便局だ

けになり、周辺部はとても

便利が悪くなりました。

「民営化になればサービ

スはよくなる、後退はさせ

ない」との公約とは裏腹に

来年 3 月から日南局の時

間外窓口も廃止するとの

計画に対して、日南町議会

は、「郵便事業時間外業務

継続の意見書」を採択し、

関係機関に送付しました。

 

こ
れ
ま
で
町
長
を
補
佐
す
る
職
務
と
し
て
「
助
役
」
を
置
く
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

「
副
町
長
」
を
１
人
と
す
る
条
例
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

副
町
長
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
長
が
指
名
し
、
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
残
任
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
副
町
長
と
し
て
来
年
４
月
か
ら
職
務
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

１２
月
定
例
会
で
は
、「
日
南
町
環
境
基
本
条
例
」
の
制
定
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。 

２１
世
紀
は
、
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ
れ
、
国
際
的
に
も
地
球

環
境
の
保
護
が
叫
ば
れ
、
運
動
も
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
日
野

川
源
流
の
町
と
し
て
環
境
政
策
で
周
辺
自
治
体
と
も
連
携
し
な

が
ら
具
体
的
に
ど
う
の
よ
う
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
図
っ
て
い
く

の
か
が
課
題
で
す
。 

鳥
取
県
西
部
広
域
連
合
が
す
す
め
て
き
た
大
型
ゴ
ミ
焼
却
施

設
建
設
計
画
が
破
綻
し
た
い
ま
、
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
・
大

量
焼
却
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
し
た
循
環
型
の
流

れ
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

条
例
で
は
、
こ
れ
か
ら
設
置
さ
れ
る
環
境
審
議
会
の
議
論
を

受
け
て
、
町
長
が
「
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 


